
いじめ事案への対処の流れ① 

 

 

 

 

           いじめ認知・              必要な支援 

           その後の経過とともに報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         必要に応じて 

連携 

                                           

 

 

            教師が発見、本人・保護者・周りの子どもからの訴え、 

            地域からの通報など 

 

 

 

 

 

いじめ事案（いじめの疑いも含む）の発生 

学  校 
 

見守り・継続的指導と 

  再発防止策の立案・実施   

必要な支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                指導や    必要な支援 

              協力要請など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  聞き取り等による事実の把握 

いじめの防止等の対策のための組織 

いじめの事実

なしと判断 いじめの事実ありと判断 

まわりの 

子ども 

（クラス・グ

ループなど） 

被害の 

子ども 

・保護者 加害の 

子ども 

・保護者 

岸和田市教育委員会 

関係機関 
SC・SSW 

警察 

サポートセンタ

ー 

子ども家庭ｾﾝﾀｰ 

など 



いじめ事案への対処の流れ② 重大事態が発生した場合の対応 

                             調査結果の報告 

                            

                             

                                   調査結果の報告 

                       必要な 

                       支援・措置 

 事案の          調査結果         市長に 

 報告           の報告         よる再調査 

 

 

 

 

 

                                        調査結果の報告 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 事案の                必要な支援 

報告                 措置          調査結果 

                                     の報告 

 

 

 

 

 

 

 

                                         調査結果の報告 

 

 

 

警察・救急からの連絡、地域からの通報、教師が発見、 

         本人・保護者・周りの子どもからの訴えなど 

              

 

 

 

 

 

市 長 

重大事態の発生 

学  校 
 

状況の把握等    詳細な調査 

いじめの防止等の対策のための組織 

 

 
 

        

 

 

調査主体の検討 

岸和田市教育委員会 

市教育委員会が 

主体となって調査する場合 

学校が 

主体となって調査する場合 

岸和田市教育委員会附属機関 

岸和田市いじめ問題対策委員会 
 

岸和田市附属機関 

岸和田市 

いじめ問題 

再調査委員会 
 

市議会 

いじめを受

けた子ども 

及び 

その保護者 


